








要   約:母子保健事業、なかでも乳幼児健診が市町村ヘ委譲されるるにあたって、市町村

はどのような実施体制、実施方法で望めばよいのか苦慮しているのか実情である。マンパ

ワー、特に小児科医の確保が急務であることから、小児科医の実態を把握するとともに、

県内市町村を 3グルーブに分けて乳幼児健診を実施することが、地域に適した効果的な方

法ではないかと考える。


